
 

 

  

 

 

かかわりを通して育む 

    校長 寺田 武文 

 ５月２５日、さわやかな風が吹く好天の下、予定通り運動会

を開催することができました。当日はご来賓の皆様を始め、た

くさんの保護者、地域の皆様からご観覧いただきありがとうご

ざいました。 

今年度、当校の教育ビジョンの柱の一つとして「かかわる力」

と「自主・自律の力」（心プロジェクト）の育成を掲げています。

異学年や地域の方など多様な人とかかわり、活動を共にするこ

とによって、相手の立場になって考えたり、主体的に活動したりする資質・能力を養うことが目標です。 

全校が一緒になって競技する「全校リレー」や「大玉転がし」は、子どもたちが作戦を考え、走る順

番や並び方など相談して決めました。全体で練習するときには、高学年の子どもたちが先頭に立って下

学年の子どもたちにアドバイスをしたり、励ましたりする様子が見られました。スローガン作成に当た

っては、代表委員会を開催し各学年がアイデアを持ち寄りました。最後はタブレットを利用して全校に

よる投票で決定しました。応援団は、ゴールデンウイーク明けから本格的な練習を開始し、朝活動や全

体練習では、下学年の前に立って振り付けや応援歌を指導しました。いずれの活動でも、子どもたち同

士がかかわる機会や子どもたち自身が考え、自己決定する機会を大切にしてきました。 

 木山小の運動会の特色は、子どもたち同士の「かかわり」だけでなく、保護者・地域の皆さんとの「か

かわり」もたくさん準備されている所にあります。恒例の親子二人三脚のほか、今年度は、新たに地域

種目「ピンポン玉運びレース」を設けて、地域の方にも運動会へ参加していただきました。保護者、地

域の方ともかかわりながら会場が一体となって運動会を楽しむ雰囲気が生まれました。 

 今年度は白組が競技優勝、応援賞の両方を獲得する結果となりましたが、閉会式では互いの健闘を称

えあう拍手や団長から仲間への労いや賞賛、感謝の言葉がありました。子どもたちはたくさんの方に見

守られながら思う存分、競技や応援を楽しみ達成感を得ることができたのではないかと思います。今後

も多様なかかわりを通して、子どもたちの主体性や社会性を育んでいきたいと考えています。ご理解と

ご協力をよろしくお願いします。 
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